
新羽

新羽地区社協で
は、４町内会の子
ども会を通じて
「子どもすもう大
会」を応援してい

ます。今年も小雨の中でしたが、力
強い熱戦が繰り広げられました。子
どもは町の未来を担う「財」です。今
後も子ども会を応援します。

子どもたちが安心
して楽しく過ごせ
る場を応援してい
ます。第１水曜日

に城郷小机地域ケアプラザで城郷
地区（小机、鳥山、岸根、新横浜）の４
年生以上の小学生を対象に、おや
つ作りや工作・自由遊びなどが行
われています。

城郷

メルマガ配信中
情報配信サービスに登録すると、毎月の
ボランティアセンター情報がメールで届きます！
（サービスは無料、通信費はご本人負担です）

① yokohamashakyo-address
 @info-service.jpに空メールを送信また
は、左のQRコードを読み取って下さい。

②仮登録メールが届くので、メールに記載の
ＵＲＬに接続し、登録をお願いします。

登録はコチラから▶

アドレス登録用
空メールアドレス

{）））

ボランティア情報

社会福祉
法 人 横浜市港北区社会福祉協議会／港北区ボランティアセンター

☎045（547）2324  1045（531）9561月曜から土曜・午前8時45分～午後5時15分
問合せ先メールアドレスinfo@kouhoku-shakyo.jp http://www.kouhoku-shakyo.jp/

〒222-0032 横浜市港北区大豆戸町13-1  吉田ビル206

問 合 せ
申込み先

●
港北公会堂

●港北区役所
●ＡＯＫＩ

川崎信金●大倉山駅

至菊名

大豆戸交差点至新横浜 至菊名

綱島街道

東急線

至綱島

何でも気軽に
ご相談下さい

港北区社会
福祉協議会
吉田ビル2・3階

港北区福祉保健活動拠点ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

情
報
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更
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港北区社会福祉協議会

港北区ボランティアセンター通信港北区ボランティアセンター通信

【第95号】
共同募金
配分事業

ふくしのまど
港北区社会
福祉協議会
港北区社会
福祉協議会

区内13地区社協で展開されている活動を財政面
から支えていただく方を募集しております
たとえば、以下のような活動があります
今回は4地区社協の紹介をします

賛助会員募集中賛助会員募集中

ふしぎだいすきキッズ10名前後で
楽しく理科のふしぎを体験してい
ます。ぜひ参加してみてください。
（月1回/土）10月には畑の収穫体
験会も開催予定です。

このたび、連合町内会
と地区社協が共同で
「たかた」のホームペー
ジを開設しました。
地域のあらゆる情報、行

事・イベントの予定・結果等をタ
イムリーにアップしていきます
多くの皆さんのアクセスをお
待ちしてます。

高田高田
高田地区のホームページができました高田地区のホームページができました

こどもサイエンス たまり B A こづくえ子どもすもう大会

港北区ボランティアセン

ターに来ているボランティ

ア依頼の情報です。空いて

いる時間を活用してみませ

んか。詳細はお気軽にお問

合せください。

場所：ラポール
体力に自信のある方、お
待ちして
います♪

賛助会員運動にご協力よろしくお願いします

～受容と共感の姿勢を学ぶ～

９月14日土13：30～16：00
申 込：7月１５日月～先着40人参加費：500円
会場：港北区福祉保険活動拠点3F
（下記地図参照）

「傾聴」はできているつもりでも難しいものです。とりわけ「心の病を抱える方への傾聴」で心掛けるべきことは、いかなるものでしょうか。経験豊富な長見英知先生のお話を通して、ご一緒に学びませんか？ご参加をお待ちしております。

新吉田

〇障害児のプール教室
サポート

港北区ボランティアセンター
０４５-５４７-２３３８（専用電話）

高齢者施設に入所され
ている方と、お話しし
ながら楽しい時間を過
ごしませ
んか？

〇高齢者施設での
お話相手

対 象：小学2～6年生
材料費：300円/回 10名まで
会 場：ボランティアセンター やすらぎの家
申 込 問合せ：やすらぎの家

電話/FAX：５９１-６４８０
メール：yasuragi@letters.jp

8/24コインを磨こう 9/28目の錯覚 10/26虹をつくろう

認知症サポーター
養成講座

地域ケア
プラザ等

他団体と
活動して

います！ vol.2

6月15日、新吉田あすなろ会館にて地区社会福祉協議会と新吉田地域ケアプラザ・港北区役所・港北区社会福祉協議会が協力し、認知症サポーター養成講座を開催しました。当日は悪天候にもかかわらず申込された30人全員が参加しました。ケアプラザ担当職員から認知症の最新の知識
や福祉サービス、地域の取組である「さがしてネット」について学びました。受講者か
らは物忘れと認知症の違いは何か、発症を疑われた時はどう対応すればよいのか等
多くの質問が出て認知症への関心の高さがうかがわれました。

▲ホームページアドレス

▲メールアドレス

https://takata-town.jimdofree.com/
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号

～福祉のまちづくりへサポートをお願いします～～福祉のまちづくりへサポートをお願いします～

傾聴講座


